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多⽥雅史

件名: 全国ベンゾジアゼピン薬害連絡協議会（BYA) 【情報　Vol.１１７】
添付ファイル: 薬害根絶フォーラム2019（名古屋）第1部.jpg; 薬被連＿薬害根絶フォーラム2019（名

古屋）懇親会.pdf; 資料３　NIH（OD Death）図1＋図8 (002).pdf; 資料２　
PMDAからの医薬品適正使⽤のお願い_000217046.pdf; 資料１　 ベンゾジアゼピン薬害
連絡協議会設⽴趣意書＿11⽉8⽇（名古屋）ロゴ⼊り.pdf; 薬被連への加盟申請書＿
BYA基本様式.pdf

各位（本情報提供メールは当会会員、協力弁護士、協力医、報道機関、 
医療過誤団体、野党政党等の約300カ所へ送信しています） 

 
全国ベンゾジアゼピン薬害連絡協議会（BYA）の多田雅史です。 
本メールはベンゾジアゼピン（BZD）関連情報をお送りしています。 
⑴新規の情報提供希望者が身近におられた場合、BYA－HPの「お問合せ」をご紹介ください。 
  https://www.benzodiazepine-yakugai-association.com/ 
⑵有用な情報をお持ちの方は本メールに返送してお知らせください。皆さんに情報提供します。 

⑶情報の中で「拡散すべき情報」があれば、皆さんの判断で「転送・SNS拡散」してください。 
⑷また、皆さんが支援する政党があれば、ベンゾジアゼピン薬害の実態を政党にお伝えください。 
 
【目次】 
１－１．薬被連 薬害根絶フォーラム2019（名古屋）（添付） 
１－２．全国ベンゾジアゼピン薬害連絡協議会（BYA）の薬被連への加盟申請（添付） 
２．ベンゾジアゼピンの副作用及び治療の体験集（追加掲載） 
３．エンゼルス、球団職員が急逝スキャッグスさんに薬物提供  

遺族ショック「どのように支配されたか追究」 
 
【記事】 
１－１．薬被連 薬害根絶フォーラム2019（名古屋）（添付） 
 10/20、薬被連の薬害根絶フォーラム2019（名古屋）に参加しました。 
各薬害団体の現状及び「我々は何と闘っているのか」の討論会を傍聴しました。 
MHLW 医薬・生活衛生局 総務課 医薬品副作用被害対策室長や名古屋市立大学 
の教授なども参加しており、懇親会へも参加して名刺交換しましたので、名刺と 
写真を添付します。 
 
１－２．全国ベンゾジアゼピン薬害連絡協議会（BYA）の薬被連への加盟申請（添付） 
 過日、当会は薬被連（全国薬害被害者団体連絡協議会）への加盟を申請した際の 
加盟申請書及び資料を添付します。ベンゾジアゼピンの実態を簡単にまとめています。 
加盟可否が出るのは2020年1月の予定です。 
 
 
２．ベンゾジアゼピンの副作用及び治療の体験集（追加掲載） 
BYA-HPの「ベンゾジアゼピンの副作用及び治療の体験集」へ 
新規投稿を掲載しました。No.４ 体験者（Ｙ.Ｉ.）です。 
https://www.benzodiazepine-yakugai-
association.com/%E3%83%99%E3%83%B3%E3%82%BE%E3%82%B8%E3%82%A2%E3%82%BC%
E3%83%94%E3%83%B3%E3%81%AE%E5%89%AF%E4%BD%9C%E7%94%A8%E5%8F%8A%E3%
81%B3%E6%B2%BB%E7%99%82%E3%81%AE%E4%BD%93%E9%A8%93%E9%9B%86/ 
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 皆さんのベンゾジアゼピン副作用の体験を本アドレス宛にお送りください。 
上記HPに記載要領があります。送られた体験は、順次、掲載します。 
 
 
３．エンゼルス、球団職員が急逝スキャッグスさんに薬物提供 遺族ショック「どのように支配された

か追究」 
https://www.baseballchannel.jp/mlb/72909/ 
以下引用 
『ロサンゼルス・エンゼルスの元投手で7月に急逝したタイラー・スキャッグス 
さんについて、球団の広報部長が禁止薬物で麻薬性鎮痛薬のオキシコドンを 
提供していたことが分かった。米スポーツ専門サイト『ESPN』が12日に伝えている。 
 スキャッグスさんは7月に遠征先のテキサス州のホテルで死亡。検死報告では、 
オピオイドに分類される禁止薬物である麻薬性鎮痛薬のオキシコドンと 
フェンタニルの摂取が認められ、アルコールとともに摂取したことで死に 
至ったとされている。』 
 
典型的な「医原性（薬物起源性）アディクション」である。 
そして、『近年，睡眠薬などの適量服用に象徴される処方薬の乱用・依存が 
深刻な問題となっている。医師が処方する治療薬という性格上，医原性の 
要素も強く，覚せい剤などの違法薬物とは異なる対応が必要である。 
処方薬こそが最大の薬物問題となっている。』とされている。 
（埼玉県立精神医療センター副院長の成瀬暢也医師） 
 
 

全国ベンゾジアゼピン薬害連絡協議会 多田雅史 

 


